
 
                                                                       

 

平成２８年度国立大学法人鳴門教育大学監事監査計画 

 

 

 

 １．監査の基本方針 

   国立大学法人鳴門教育大学監事監査規程(平成１６年規程第１号。以下「監査規程」と 

いう。）及び国立大学法人鳴門教育大学監事監査実施基準(平成１６年４月１日学長裁定。 

以下「実施基準」という。)に基づき，監査を実施する。 

 

 ２．監査の実施期間 

  (1) 定期監査 

    1) 業務監査は当該年度の終了後，会計監査は当該年度の決算終了後に実施する。 

   2) 実施期間は，平成２９年５月中旬から６月中旬にかけて，別途日程を調整の上，実

施する。 

     

 (2) 臨時監査 

    監事が必要と認める場合に行う。 

 

 ３．監査の方法 

  (1) 業務監査 

    1) 役員会，経営協議会，教育研究評議会等の重要会議に出席をし，必要に応じて監事

としての意見を述べる。 

       2) 役員等との意見交換会を設けるとともに，役員等に対する個別面談を行い，業務全 

    般に関して概況聴取を行う。 

       3) 監事の調査対象となる書類等を閲覧し，必要に応じて詳細な内容を聴取する。 

 

  (2) 会計監査 

     1) 会計監査人の監査結果の相当性を判断することにより行う。  

     2) 会計に関する書面監査及び担当責任者へのヒアリング等を行う。 

     3) 監査室・会計監査人の監査への同行・立ち会い等を行う。 

    

 ４．監査の重点事項 

   監査は，実施基準第３条に掲げる事項について行うが，平成２８年度においては，以下

の点に重点を置いて行う。 

  (1) 第３期中期目標・中期計画及び年度計画の進捗状況 

  (2) 法令の遵守と社会的責任 

  (3) 業務の有効性及び効率化 

  (4) 内部統制の整備状況 

    (5) 予算の執行及び決算の状況 

(6) 資産の保全と有効活用 

       



 
                                                                       

  

５．監査の補助者 

      監査規程第６条第１項で定める監査室の職員に補助させることとする。  

 

 ６．その他 

(1) 監査結果報告書の作成は，平成２９年６月とする。 

(2) 会計監査人から会計監査の経過報告を受け，意見を聴取し，問題点等の把握に努める。 

    (3) 監査室との情報共有，意見交換を行うとともに，連携して監査を行う。 

 

 


